
第33回応用言語学講座公開講演会 

◆ 講演者紹介 ◆ 
  
 講演者のフランケル氏は，Études de quelques marqueurs aspectuels 
 du français (『フランス語のいくつかのアスペクトマーカーの研究』) 
 (1989), Figures du sujet (『主語の形状』)(共著，1990), Grammaire 
 des prépositions (『前置詞の文法』)(共著，2007)などの著書および 
 多数の論文、編集責任などの業績で知られるフランスの著名な言語 
 学者で、現在も意味論の構成主義的立場から旺盛に研究を続けて 
 おられます． 
 本講演の第一部では，多義性分析においてしばしば議論の対象となる 
 語の意味の変容の問題について，同氏が、フランス語や日本語の例を 
 援用されながら，ご自身の理論的立場に基づく分析を平易に紹介して 
 くださいます．また，第二部では，認知言語学に基づく多義性分析への 
 同氏の見解や，教育学への展望を含めたより広い見地から，この問題 
 についてお話くださいます．意味論や多義性分析にご関心をお持ちの， 
 多くの方のご来場をお待ちいたしております． 
 

 

語彙的単位の同一性と変化 
Identité et variation des unités lexicales 

Jean-Jacques Franckel (ジャン＝ジャック・フランケル) 氏 
（パリ第10大学名誉教授） 

  

問合せ先 ： 奥田智樹 （okuda@lang.nagoya-u.ac.jp） 

  
  
 日時： 2015年10月9日（金） 
   第一部： 午前8時45分～10時15分 第二部： 午後4時30分～6時 
 場所： 名古屋大学東山キャンパス文系総合館6階６２４室 
   （ファカルティラウンジ） 
 交通案内： 地下鉄名城線 名古屋大学駅①番出口徒歩5分 
 入場無料・来聴歓迎 (講演はフランス語 日本語の通訳付き) 


